
令和２年度第１回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和２年１０月１９日（月） １０時００分～１１時１０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、月舘副会長、新井山委員、附田委員、片山委員 

笹委員、中村委員、村松委員、田村（修）委員、花田委員、 

稲川委員、野村委員、久保委員、保坂委員 

 

４．欠 席 者   田村（正）委員、中下委員 

 

５．事務局出席者   関経済部長、長根産業観光課長、中村産業観光課長補佐、古

舘産業支援係長、山内主査、星主事 

 

６．開催概要 

◎第１回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件①新型コロナウイルス感染症の影響について 

    案件②今後のスケジュールについて 

    案件③その他 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．会議概要 

（１）案件②③④について質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 本日の案件⑴について、新型コロナウイルス感染症は、

本年の２月下旬に日本における感染者が初めて報告され

てから、瞬く間に全国に拡大し、学校の一斉休校や外出

自粛要請などにより、市内はもとより、全国的に経済活

動に大きな影響が出ている。 

基本的には新しい生活様式へと移行していくこととなる

が、これまで通りの方法では事業を進めることが困難に

なった、または、感染症予防対策として必要だと感じた

ことなど、委員の皆様の忌憚のないご意見をお聞かせ願

いたい。 

実際に困っていること、事業として行ったコロナ対策、

取引先のニーズの変化、行政に要望したいこと等々、各

委員より発言願いたい。 

月 舘 委 員 スカイプラザミサワという特に小売りを中心としている

施設を扱っているが、コロナの多大なる影響があり、今

回の中小企業振興会議でも、その辺りを主体に是非とも

提言をさせていただきたい。まずはコロナの動向等、現

状を見据えながら、この場を通じて意見を提言していき

たい。 

新 井 山 委 員 三沢市商工会では、コロナウイルス関連で今現在 100 件

を超える相談が来ており、こちらで支援している。その

中で、三沢市新型コロナウイルス感染症予防対策設備整

備費補助金という事業が本日から始まった。予防対策と

しての新しい生活様式に対応するような衛生設備、例え

ば内装工事、備品の購入等に係る費用を３分の２補助す

るものとして、本日から申請を受け付けている。 

事業者の皆様は今までのビジネスではなく新しいビジネ

スモデルを作り上げていかなければならない。それとと

もにこういった補助金を活用していただければと思って

いる。 

村 松 委 員 当社は食肉の販売をしている会社なので、外食や居酒屋



関係の納入はかなり打撃を受けているが、逆に内食需要、

例えば量販店や食品スーパーの売り上げは非常に伸びて

いる。当社の上期決算も発表になっているが、減収増益

ということで、食に関することについて打撃はあまりな

い。設備投資についても、今期計画したものは全て実行

しており、当社では設備投資を縮小することは今のとこ

ろない。 

ただ、三沢市の飲食店についてはやはり接待がほぼ皆無

になった。私も四月になってから一回も接待はしておら

ず、そういった面で飲食店の需要は減っているというこ

とは認識している。今月から当社も少人数の会食は許可

を出しているので、少しずつ接待でも活用したい。 

田村（修）委員  大量の失業者や雇用情勢といったことを当初はかなり危

惧していたが、思ったほど求職者の増加はなかった。こ

れは三沢地域の中小企業の雇用に関する努力がかなり大

きく、さらには市、あるいは県、様々な助成を通じて利

用していただいたことがある程度の効果を成したのだと

思われる。ただ、今後もコロナ感染が再び拡大するとい

うことも起こりうるので、さらに悪化する業種があると

いう可能性を踏まえながら、新たな追加の支援策等々を

講じなければならない。我々の行政に対する要望もこう

いった機会を通じて発信していきたい。 

保 坂 委 員 あおもり研究所の方では、今回のコロナの影響により、

対面型のイベントについては軒並み中止もしくは延期と

なり、四月五月の段階ではかなり影響が大きかった。た

だ一方で、非接触型のサービスとして青森市、福島県の

企業の事務作業を一部リモートワークで代行している

が、そういったところのニーズは非常に強くあると感じ

ている。また今回対面式のイベントが中止になり、Zoom

などを使ったオンラインに移行する際、中小企業におい

て、どうやって使ったらいいかわからない、といった問

い合わせを多く受けており、現在ウェブ会議の使い方の

講義も適宜開催している。今後はリモートワーク、オン

ラインでのイベント開催というところが非常に伸びてく



る可能性があるのではと感じている。 

久 保 委 員 電気工事や建設業的にはあまり影響は出ていない気はす

るが、「娘が東京に行き来している先生に罹っていて熱が

出た」というケースで、十和田の保健所に行って調べて

きたが、濃厚接触者ではないので大丈夫だと言われ、本

当に大丈夫か分からないまま出勤、仕事をして、周りに

不安を与えている。検査機関が三沢市内にもあった方が

安心できる。 

前 田 会 長 ここでオブザーバーとして東北経済産業局から見えてお

ります斎藤様、よろしくお願いします。 

齋 藤 様 （オブザーバーより課題への取り組みについてのアドバ

イス） 

前 田 会 長 色々な意見も頂戴し、オブザーバーの助言もいただい

た。意見票を１０月２８日までに事務局あてに提出して

いただきたい。 

なお、今回の会議の中で出された意見やこの意見票で提

出いただいた内容について事務局で取りまとめ、次の会

議で更に議論を深めたいと考えているがよろしいか。 

野 村 委 員 今回会議ということで、例えば他の方が発言したことに

ついて議論するのかと思ったのだが、そうではないよう

に感じた。次の会議は１２月であるから、それまで何も

動かない。意見交換はこの場では毎回行っていないのか。 

前 田 会 長 今説明したとおり、１０月２８日まで意見等々を提出す

ると、次回の会議で必ずそれが議題になる。 

野 村 委 員 今思いついたことを発言してもよろしいか。 

スカイプラザについて、確かに客数は減っている。三沢

市ではまだ GOTO のチケットはないが、他の地域ではクー

ポン使った接客となると大変時間がかかり長蛇の列がで

きる。せっかく買い物に来た方にとっても非常に煩雑な

様子であった。三沢市においても今後の対策を考えてお

く必要がある。 

三沢市新型コロナウイルス感染症予防対策設備整備費補

助金について、見積りを取らず、すでに設備を導入して

しまった事例が多くあると思われる。補助金をもらうの



にまた調べてということも大変であるので、「補助事業が

始まるので見積りは大事」であることをもっと広くアピ

ールできればよいのではないか。 

小売店においては、十和田でコロナ感染者が出たときに、

十和田の多くの市民は三沢に買いに来ていた。感染者が

出ることによってスーパーの売上もかなり左右されると

いうことから、今後の予測がしにくいように思う。 

テレワークのオンラインについて、三沢市だと、米軍は

今現在中国機器やアプリを使わないことになっている

が、Zoom は中国機器である。これは Zoom を推していい

ものか、中国機器ではないものでなければならないので

はないか等、それも踏まえて推し進めていかなければい

けない。三沢市特有の懸念事項である。 

工事するにあたって、施設に行く際にまず検温から入る

となると、発熱により帰される等その日に工事ができな

い可能性もあり、今後工事を受注する場合も個人で管理

することは難しいのではないか。 

人口減少の話で、三沢には航空自衛隊がある。中にはも

ともと三沢市民ではないが、自衛隊は定年が早いので、

早いうちに三沢に終の棲家を作るという人もいる。そう

いう部分が人口減少の性格が他の市町村と異なるのでは

ないか。 

前 田 会 長 ただ今の発言について、この場で回答できるものがあれ

ば発言願いたい。 

月 舘 委 員 GOTO トラベルの地域共通クーポンについては、旅行代理

店や旅行会社からの問い合わせが多くあり、特に県南地

域という広域のエリアで捉えてクーポンを使えるように

しなければ、旅行先の対象として非常に厳しいという話

をいただいており、すでにスカイプラザ、航空科学館も

なるべく対応できるようにしている。広域で捉えるなら

ば国の施策については積極的に取り組むべきで、それが

今後の地域活性化にも繋がっていきやすいと思ってい

る。 

新 井 山 委 員 新型コロナウイルス感染症予防対策設備整備費補助金だ



が、本日から申請が始まり、４月１日に整備したものに

ついても遡って申請できる。その場合見積り書がないこ

とはありえるかとは思われるので、そのような事例にも

対応できるようにしたい。その際は相談してほしい。 

前 田 会 長 米軍の、特に基地の話だが、事務局は対応可能か。 

事 務 局 アメリカでの扱いとして、中国製品、ソフトを使わない

という話は聞いている。市で米軍に中国製品の使用を求

めるということはできないが、使用するソフト等につい

て、検討していくことはできる。 

併せて人口の減少の関係において、三沢市については青

森県全体と同じように首都圏への流出も多いが、プラス

して近隣のおいらせ町や六戸町への人口の流出がかなり

多かった状況である。ここ２年程ある程度人口の流出が

減っているのは、市内に家を建てた場合に助成をすると

いう施策を実施しているからで、これによりこれまで安

い土地を求めての近隣の町村へ人口の流出がある程度抑

えられている可能性がある。 

前 田 会 長 案件⑵ 今後のスケジュールについて、事務局より説明

願いたい。 

事 務 局 （事務局よりスケジュールの説明） 

前 田 会 長 事務局から今後２年間のスケジュール案について説明し

たが、この内容について、なにかご質問等はあるか。 

附 田 委 員 毎年市の行政、市長に対する提言のみだったが、市の運

営は行政と市長単独で行っているわけではない。議会に

対して何も動きがなくていいのか。行政、市長に提言書

を提出し、さらに議長や各議員に関してもこの振興会議

の内容をお知らせする機会があってもよいのではない

か。 

事 務 局 市長に提言書を提出して予算がつき、その予算について

議員に説明するということで、議員が関知しないという

ことはないが、様々な意見等があるので、議会事務局と

どのような方法が馴染むのか相談したい。 

久 保 委 員 会議のスケジュールを教えていただいたが、議論が白熱

してこの会議の数では足りないという場合、さらに会議



の数を増やすことは可能なものか。 

事 務 局 十分白熱していただいて結構である。よっては回数もそ

の都度増やすことも可能である。 

保 坂 委 員 弘前でクラスターが発生している状況等を踏まえ、今後、

こういった対面式での会議の開催が難しい場合、代替措

置は考えておられるか。 

事 務 局 残念ながら今は代替案の用意はない。 

保 坂 委 員 対策をとらなければ、書面での議決や延期となり、どん

どん後ろにスケジュールがずれると思われる。 

事 務 局 オンライン会議までは難しいと思われるが、可能な限り

工夫する。 

月 舘 委 員 今年度においては３回の会議開催というスケジュール案

だが、先ほど附田委員からもあったように、議員は市民

を代表しての議員であるから、議員への周知は当然ある

べきである。あいまって、今年度については、市長への

提言はないわけである。タイムリーな状況を踏まえて考

えると、むしろ今年度中、なんとか取りまとめて市、行

政の方へ伝えられないか。改めて市長提言ではなくとも、

せっかくの会議なのだから、なんとか伝える手立てはな

いものか。 

事 務 局 議会で提言を受けるというのはもちろん可能である。そ

の他にも議員と一般市民との意見交換会も開催してい

る。これまで、例えば高校生、子育て世代の方々と場を

設けていたが、当会議と議員との意見交換というのも可

能かもしれない。ただ、コロナの関係もあり、議会もそ

のような活動をある程度自粛する状況にあるので、今年

度の開催というのは調整してみないとわからないが、市

だけではなく議会にも協力してもらえればということで

あったので、できる限り調整させていただきたい。 

前 田 会 長 最後に案件⑶その他について、事務局より報告事項があ

るとのこと。事務局より報告願いたい。 

事 務 局 （事務局より三沢商業高校における企業説明会の報告） 

前 田 会 長 主催については三沢市中小企業振興会議ということで、

委員の皆様の出席についてはどう考えているか。 



事 務 局 主催については、三沢市と三沢商業高校と一緒に開催す

るというような意味合いである。委員の皆様の出席につ

いては、商業高校と調整をしている。調整出来次第、可

能であれば皆様にアナウンスをさせていただきたい。 

前 田 会 長 これで本日の案件はすべて終了した。これをもって、令

和２年度第１回中小企業振興会議を閉会する。 

 


